
 
第二東名浜松トンネル（下り線）でのＴＢＭ掘削データと地山特性    

－付加体堆積相における事例－   
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
トンネルボーリングマシン（以下 TBM）では、切羽最先端の地山状況を直接観察することはできない。よ
って、急激な地山変化へ対応するためには、TBMの機械データの変化を早期に察知することが重要である。
このため、機械データと地山との対応関係が様々な形で議論されているが、その議論の多くは機械データと地

山強度との関係について行われており、地質構造の特徴を考慮した検討事例は少ない。そこで本論では、浜松

トンネル西工事における TBM機械データと地山との対応関係を地質構造の特徴を考慮に入れて検討する。    
２．工事概要２．工事概要２．工事概要２．工事概要    
第二東名高速道路浜松トンネル西工事は、静岡県引佐郡引佐町から同浜松市滝沢町に至る浜松トンネル下り

線（掘削断面積約 184m2、延長 3,262m）をφ5mTBM導坑（L=3,147m、発進・到達坑 72m）を先進させた
後、NATMにて切り拡げを行うものである。    
３．地形・地質概要３．地形・地質概要３．地形・地質概要３．地形・地質概要    
本トンネルは、赤石山地の南端部に位置し、周囲は標高 150～350m程度の丘陵性山地である。 
地質は秩父累帯に属する中生代ジュラ紀の付加体で、緑色岩類や粘板岩、石灰岩、チャートなどからなり、

これらの岩石が破断変形して混合した混在岩も広く分布する。このような構造は付加体で特徴的に認められる。 
今回の検討範囲における本トンネルの地山は、次の二つの岩相に大きく区分される。 
１：混在岩相・・・粘板岩もしくは苦鉄質凝灰岩を基質とし、様々な岩塊（チャート、石灰岩、緑色岩類、

粘板岩など）を礫状に含む。なお、トンネル坑壁では層状構造を呈する。 
２：緑色岩相・・・弱変成を受けた玄武岩や斑レイ岩。なお、トンネル坑壁では塊状構造を呈する。 
付加体では、このような岩相の境界は断層であることが多く、その周辺では断層面に平行な亀裂が発達し、

脆弱化していることが多い。本トンネルにおいても同様な地質構造が認められる。 
４．４．４．４．TBMTBMTBMTBM仕様仕様仕様仕様    

表１に本工事で採用された TBM（写真１）の仕様を示す。 
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表１　TBM仕様

写真１　TBM外観

形式 オープン型TBM 総推力 　　 1,000tf
掘削標準外径 φ=5,000mm ｽﾗｽﾄｼ゙ｬｯｷ　 250tf Ｘ 4本
TBM機長 13,936mm ストローク　 1,600mm

TBM設備全長 96,636mm 伸張速度　　 最大　100mm/min
総重量 380t (本体200t） 押付け力　　 片側　1,200tf

カッタ駆動総出力 900kW（全体1210kW) 接地圧 　　 29.6kgf/cm2

駆動方式　　　 電動駆動式 シールドジャッキ 100tfＸ4本，1.15m/st
    回転数　　　　2.0～8.0rpm（可変速・ｲﾝﾊ゙ ﾀー制御） 後続台車　 9台

           トルク　　　　（常用）110tf-m（最大）165tf-m ベルト幅 　 600mm

　　　　ﾃ゙ｨｽｸｶｯﾀ装備数 37個（17インチ） 搬送能力　 250m3/h
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５．スラスト推力と付加体の地質構造との関連５．スラスト推力と付加体の地質構造との関連５．スラスト推力と付加体の地質構造との関連５．スラスト推力と付加体の地質構造との関連 
様々な機械データと付加体の地質構造との関連を検討した結果、スラスト推力が最も良い関連性を示したた

め、本論ではスラスト推力と付加体の地質構造との関連について検討する。スラスト推力は、切り込み深さな

どと組み合わせて岩盤強度を求める試みも行われており（福井ら１））、地山の力学的特徴を良く表す指標の一

つである。 
図１に地山の岩相と１ストロークごとのスラスト推力（10 ポイントごとの移動平均）を示す。スラスト推
力は全般的に混在岩相よりも緑色岩相で高い。特に、STA.51+20～STA.56+50 の区間は、全体として緑色岩
相の卓越する区間であるが、混在岩相を夾在するところでスラスト推力が低下する傾向がみられる。また、ス

ラスト推力は岩相境界もしくは断層で局所的に低下する。特に、岩相境界が断層である場合に、その周辺でス

ラスト推力は最も低い値を示す。これは、岩相境界が断層で接する場合が多く、その周辺が脆弱化していると

いう付加体特有の地質構造が影響していると考えられる。  
次に、岩相境界が断層である区間（区間 Aおよび区間 B）について、より詳細な検討を行った（図２、図３）。
これらの区間では、断層の影響により脆弱化し、天端～SLが崩落を起こしている。そこで、断層の影響によ
る崩落箇所とスラスト推力との関連を検討した。 
区間 A ではスラスト推力が低下する区間と崩落箇所との間に整合性がある。しかし、区間 B では崩落箇所
よりも手前からスラスト推力が低下した。これは、岩相を境する断層が 40°程度の流れ盤であるため、天端
～SL で崩落を起こす前に、インバート～SL に脆弱部が現れた影響でスラスト推力が低下したためと考えら
れる。    

 

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

    

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ 
１）スラスト推力は混在岩相よりも緑色岩相で高い値を示す。 
２）低角で交差する流れ盤の断層や脆弱部では、スラスト推力が低下し始めた段階で地質構造を考慮するこ

とによって、脆弱部の天端への出現位置や崩落の危険性を予測することができる。 
７．今後の課題７．今後の課題７．今後の課題７．今後の課題 
今回はスラスト推力に焦点を絞り検討を行ったが、今後は他の機械データと付加体地山の地質構造との関連

性についてもさらに検討を進めていく予定である。  
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図１　トンネル延長方向における推力の変化(10ポイントごとの移動平均)と地山の岩相

図２　区間Ａにおける推力の変化と崩落箇所 図３　区間Ｂにおける推力の変化と崩落箇所
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